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外部環境の変化と資源循環産業の方向性
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H.ONODAインフラのスマート化に向けた視点

情報 電力 循環
資源 水 熱 人/物

『地産地消』の優先順位

質・量等によって
異なる。周辺のイ
ンフラ等との連携
が必須。

「移動」に要する
コストが大きい。

一極集中型

分散型

クラウド 地域独占 広域化

自区域内処理 熱融通分散型電源
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*篠原哲哉、松井祥子、震災復興におけるコミュニティ作りへの取組み、東芝レビューVol.66 No.8 (2011)等を参
考に小野田が加筆した。

“モビリティ”遠方にも供給可
能（グリッド）。



H.ONODA地域新電力事業の展開

地域新電力
●地域の分散型電源により発電された電力を集
約し、地域の需要家に供給する事業体。
●需要家に安定かつ低環境負荷な電力を供給
する役割を担う。

木質バイオマス
発電

廃棄物発電
（清掃工場）

バイオガス発電

ガスコジェネ

家庭用コジェネ

他地域発電所

メガソーラー

屋根貸しソーラー

商業施設 他地域スマートタウン

etc.

廃棄物・バイオマス
マネジメントセンター（仮）

食品系 木質系畜産系
etc.

需給に応じた
原料の『差配』

セメント工場

下水処理施設

etc.

スマートハウス群

本庄スマートエネルギータウン
再エネやEMSの導入した事業所等への優先供給

IPPからPPSへ

既設運用改善を含む

電力システム
改革の動向
に合わせて対応
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H.ONODA

シュタットベルケとは？
「シュタットベルケ」とは、ドイツ各地で地域エネルギーと生活インフラの整備・運営を担う小規模の地域密着
型事業体のこと。現在ドイツ全体で約900社存在し、ドイツの電力小売市場で約20%のシェアを維持して
います。

出所：http://www.stadtwerke.jp/about/
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H.ONODA
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H.ONODA（参考）ICTを用いた安全・安心対応システムの開発・実証

安全・安心を確保するためのマネジメントシステムの構築の重要性

安全解析手法
操業診断・管理システム（写真：豊島事業場）

事故・トラブル・ヒヤリハット
簡易入力ツール

VR技術を活用した運転員教育支援システム  6

2003年3月撮影

直島中間処理施設

専用船「太陽」



H.ONODA

【必要性】メタン発酵システムの低コスト化・汎用化を実現するには、収集・運搬および前処理での対応が必然。
【新規性】必要最低限のコストでの収集・運搬からプラントオペレーションまでを一元化する試み。

排出元 破砕 分別 混合・調整槽 メタン発酵槽

<現状>

排出元

専用容器による回収

混合・調整槽 メタン発酵槽

破砕 分別排出元

集荷物のルール化・制限等によるコンパクト化

<本テーマ>

収集・運搬事業者との連携
74%

1%

12%

8%
5%

食品製造業

食品卸売業

食品小売業

外食産業

その他

6% 0%

60%

32%

2%

食品製造業

食品卸売業

食品小売業

外食産業

その他

最適化
検討

大口（食品製造業等）

166事業所

2574ｔ/Ｙ

60%が小売業

74%が製造業

小口（食品小売等）

【計測装置】

◆入力した廃棄物の
排出量が記録可能
◆複数箇所のデータ
をサーバーで一括管
理が可能
◆ローコストオペレー
ションが可能

「在荷量」の「見える化」

収
集
運
搬
会
社

メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト

・性状・排出量の報告

・異物情報の注意
・スケジュール

排
出
元

・安定供給

・稼働状況

一元管理の
実現

廃棄物系バイオマス
マネジメントセンター（仮）

食品系 木質系畜産系

木質バイオマス
エネルギー転換プラント

セメント工場 清掃工場 下水処理施設

需給に応じた
原料の『差配』

etc.

メタン発酵
プラント

etc.

収集・運搬事業者の集荷実績

将来展開

排出元・収集運搬・メタン発酵プラントの全体システムのマネジメント

過剰コスト領域

プラント側or
収運事業者

（参考）在荷量の「見える化」

7



H.ONODA

高齢者のつぶやきを「分析」「活用」

エリア総合管理システム

病院・薬局 介護・福祉施設 リサイクル施設商店街

物流センター

集荷店 配達店

医療クラウド 介護クラウド 廃棄物クラウド 新交通クラウド 物流クラウド

約５００世帯を対象としたサービスエリア

依頼者 配送先

ERP・物流管理システム（在庫、入出庫、配送・回収履歴等）・
車両動態管理システム（ＴＭＳ、運行履歴、運転マナー等）・
代金決済（回収・支払）システム・買い物支援システム・在宅医
療・介護支援システム・廃棄物管理システム・ＭＭＩシステム等ビッグデータ

高齢者つぶやきログ

集荷 配達

集荷指示 配達指示

集荷依頼
商品注文
＋

情報収集

地域コンシェルジュ
配送案内
代金決済
＋

情報提供

地域コンシェルジュ

循環型
物流

宅配事業者物流システム

高齢者のつぶやきを「分析」「活用」

集会所

（参考）平成24年度NEDO IT融合による新社会システムの開発・実証プロジェクト
「地域の医療・介護サービス等を高齢者らに届ける新たな都市内交通システム」
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H.ONODA

*平成28年度廃棄物処理・リサイクル分野におけるIoT導入促進に向けた提言書（2017年3月）より 9



H.ONODA

*平成29年度廃棄物処理・リサイクル分野におけるIoT導入促進に向けた提言書（2017年3月）より 10



H.ONODA

• 競争的資金の活用による低炭素化に向けた実証事業の企画・立案を行う。
 地域循環補助事業・IT等低炭素補助事業・中小企業補助事業・中小企業補助・エネ特関連補助事
業・環境研究総合推進費等を活用する。

• 低炭素化ワーキング内に焼却発電、資源リサイクル、廃棄物系バイオマス等のサブワーキ
ングを作成し、ワーキングは実証案件形成のゆりかごとして機能する。

• 資源循環実態データプラットフォームの検討する低炭素WGまたはWG横断的タスク
フォースを作成し、既存事例・ニーズ調査、マニフェストに関する調査、システム概念構
築等の有用情報の収集と検証を行う。

焼却発電
熱利用

資源
リサイクル

廃棄物系
バイオマス 静脈物流

低炭素WG

資源循環実態データプラットフォームの検討
（低炭素WGまたはWG横断的タスクフォース）

有用情報の収集と検証

■既存事例・ニーズ調査
• アンケート調査
• 文献調査

■システム概念構築
• WG実証情報の整理
解析

■マニフェストに関する調査
• 有識者ヒアリング調査

etc.
IoT活用による
実証事業の創出

低炭素化ワーキンググループ

*平成29年度廃棄物処理・リサイクル分野におけるIoT導入促進に向けた提言書（2017年3月）より 11



H.ONODA

ロジスティクス高度化ワーキンググループ

*平成29年度廃棄物処理・リサイクル分野におけるIoT導入促進に向けた提言書（2017年3月）より 12



H.ONODA

新規事業創出ワーキンググループ

*平成29年度廃棄物処理・リサイクル分野におけるIoT導入促進に向けた提言書（2017年3月）より 13



H.ONODA

海外事業創出ワーキンググループ

*平成29年度廃棄物処理・リサイクル分野におけるIoT導入促進に向けた提言書（2017年3月）より 14



H.ONODA特殊ICタグを活用したライフサイクル管理システムの概要

特殊ICタグ

ポンプ（新規製造）

出荷時に書込み

【廃棄物処理業者】
【リサイクル業者】

●製品情報
●個別情報
・個体情報
・場所情報

サーバー

設計・製造段階

解体・分別段階

【ユーザー】【メーカー（製造工場）】

【メーカー（解体工場）】

環境配慮設計支援システム
●易解体性評価
●環境負荷評価

使用・運用段階

運用情報管理システム
●省エネ診断
●劣化・故障診断
●余寿命予測

3R情報管理システム
●分別情報の指示
●解体手順の指示

●運用情報

【運用情報】
●温度
●電流
●起動停止回数
●運転時間 etc.

リーダ/
ライタ

無線

●3R情報

フィードバック

分別基準
として活用

分別基準
として活用

●製品情報
●個別情報
●運用情報

【3R情報】
●部品リユース情報
●解体手順 etc.

管理

使用済みポンプ

特殊ICタグ

解体工場PC

特殊ICタグ

EPR
(拡大生産者責任)
・設計の責任
・引取りの責任
・ﾘｻｲｸﾙの責任
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H.ONODA

平成30年度省CO2型リサイクル等設備技術実証事業
申請者名（五十音順） 申請事業名 事業の概要

太平洋セメント株式会社 車載用等の使用済リチウムイオン電池の低炭素型リサイ
クルシステム実証事業

セメントキルンを活用したLIBのリサイクルシステムを検証する。多種多
様な使用済LIBパックを用い、かつリチウム化合物の効率的な回収に資
するシステムの全体設計や比較評価を実施し、事業化に向けた計画検
討や課題整理を行う。

中部電力株式会社 電動車の駆動用電池のリユース・リサイクル技術開発実
証事業

大量発生が見込まれる電動車駆動用バッテリーについて、電力システム
での有効活用が図られるよう大規模蓄電システムとしてリユースするため
の課題解決を図るとともに、環境に配慮した新しいリサイクル技術を開
発し、低炭素社会および資源循環型社会の両立に貢献する。

豊田通商株式会社 HVユニットをリユースするためのシステム標準化と多用途
リマニュファクチャリング製品事業化体制構築

HVユニットをリユースして複数のリマニュファクチャリング製品事業化と普
及のための実証を行う。具体的には、HVユニットのリユース作業工程実
証、リマニュファクチャリング製品事業性評価とHVリユースユニットのシス
テム標準化、多用途リマニュファクチャリング製品横展ポテンシャル深堀を
行う。

パナソニック株式会社 軟磁性合金薄帯の粉体化によるリサイクル技術の実証

モータや配電用変圧器などの製造工程で廃棄されている薄帯の端材を
原材料として、粉体化することにより、軟磁性合金薄帯をリサイクルし、
粉砕粉を製造する。粉砕工法、加熱工法、絶縁膜形成工法の検証を
実施し、工法検証機を構築する。

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサル
ティング株式会社

CFRP含有ASR等の非燃焼処理および事業者間連携
による貴金属等回収・再資源化実証

処理・再資源化が難しいとされるCFRP含有ASR等に新たな前処理技
術を適用し、それらの適正処理の可能性、また含まれる貴金属や非鉄金
属等の回収可能性について調査、分析を行う。また、得られる微粉炭代
替品を鉄鋼電炉向け加炭材等として活用する際の課題についても分析
を行う。

株式会社リーテム ２次加工性を考慮した新しいリサイクル炭素繊維を用い
た繊維強化複合材料の商品化と実証

富士加飾㈱（共同提案者）が開発したCFRP回収技術システムを活
用して、CNGタンク等（あるいは製造端材）から２次加工性に優れた
リサイクル炭素繊維を束状で回収、樹脂コンパウンドとして半導体製造
装置部品、冶具への製品化に向けて、実用化に係る技術面、事業面の
検討実証を行う。

株式会社リコー ハイブリッド車用リチウムイオン電池のリマニュファクチャリ
ング検証事業

使用済みのハイブリッド車のLIBを効率的かつ安全に回収するための輸
送方法を実証する。また、複数のLIBを接続し、定置用の蓄電システム
として制御するための技術開発を行い、経済合理性の成り立つシステム
構成及びビジネスモデルに関する検討を実施する。

* 環境省報道発表資料：https://www.env.go.jp/press/105608.html（平成30年6月18日） 16
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まとめ

• 国内：事業ドメインをどう捉えるか。
→力のあるプレイヤーが事業を拡張していく？

• 国外：市場性、資源循環という視点では、アジア圏との接点
は無視できない。
→技術移転戦略等を再検証・強化すべきでは？

• IoT・AIに関しては、”ゲームチェンジ”を個人的には期待。
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